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外来がん化学療法に お け る薬学的管理支援
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　 There 　is　a　tendency 　for　canccr 　chcmotherapy 　to　be　switched 　from　an 　in−patienHo　an 〔〕utpatient 　basis　for　v “ri〔｝us　reasons ，
田 nong 　them 　development　o1

’
supporureatments ，　impK 〕vement 〔｝f　patient　QOL 　and 　constraints 　on 　medical 　expenditure ．

　 Our　subc 〈）mmitteo 　discussed　various 　 situations 　 of 　ph訂 maceutical 　care 　in　outpatient 　che 照 〕therapy　and 　bascd　 on 山e　re −

sults，　we 　prepared　lligllly　practical　che 照 〕therapy　work 　shccts 　for　medical 　staff．　The　content 　of 　the　sheets 　consisted 　of 　infor−

lnation 　that　we 　had　gathcrcd　on 　typical　 cancer 　chemotherapy 　protocols　LhaL　we 　discussed．　Such　inform紬tion　 was 　 coUccted

while 　the　patients　 were 　 sIill　in　hospital　 and 　put　to　g【〕od 　 use 　 when 　thcy　wcrc 　switched 　 to　 outpatient 　chemotherapy ．　It　in−

cluded 　pharmacoutical　infonnation　regardhlg 　protocols　 such 　 as　recommended 　d｛＞sage ，　d⊂〕sage 　schedule ，　precautlons　before
administration 　and 　ad 、’erse 　effects ，　The　present　paper　doscribcs　thc　use 　of　our 　worksheets 　in　EC 　therapy 　for　breast　cancer ．

　 Our　sheets 　may 　be　used 　in　any 　period　of 　treatmenUo 　monitor 　important 　iIems．　If　d く，ctors ，　 nurses 　and 　pharmacists 　a】l　usc
thc　sheets ，　pha  aceuIical 　care 　may 　be　standardized 　and 　such 　standurdization 　will 　help　ensure 　that　antineoplastic 　agents 　are

used 　properly乙md 　safcly ．

・
本 報 の 内 往 は 第 14回 日本 医療 薬学 会今 会 お よび第 15同 日本 医療薬 学 会年 会 に て 発表．

＊

愛 知 県 田原 巾神戸 町赤 石 1− 1 ，1− 1，Akaishi，　Kanbe−cho ，　Tahara−shl，　Aichi，441−3415　Japan
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緒 言

　近年，が ん化学療法は，有効 な 支持療法の 確立 ，QOL

を求 め る考え方の 普及 ，医療費抑制 な ど，さ まざまな要

因 を背景 と して ，入 院で の 治療か ら外来 で の 治療へ と急

速 に移行 しつ つ ある
II．診療報酬制度 の 面 か ら，平成 14

年度改正 で 外来化学療法加算が新設 され，さらに16年度

に は 加算の 基準が 緩和 さ れ る に 至 り， 今後 よ り多 くの 施

設が 外来で の 化学療法実施 に 積極的 に 取 り組 ん で い くも

の と考 え ら れ る，

　外来化学療法加算 の 算定要件 に 「常勤 の 専任薬剤師が

勤務 して い る こ と」 と明記 さ れ た こ とか ら も，薬剤師が

外来化学療法に 積極的に 関与す べ きで あ る と い う行政 の

判 断が 明確 に示 さ れ て い る．

　しか しなが ら，そ の 専任薬剤師が 実施すべ き業務の 具

体的な 内容 に つ い て は 明示 さ れ て い ない ．

　そ こ で ，愛知 県 病院薬 剤師会 オ ン コ ロ ジ
ー

研 究 会第 5

分科会 〔以 卜
．
，当分科会 と略す）で は ，薬剤師が 積極的 に

外来が ん 化学療法（以下，外来化療 と略す）に関与 し，抗

が ん 剤治療 の 有効性 の 確保 お よ び 医療安全 を担保す る 役

割 を果 た す た め に 必要 な 薬学的管理の 具体的 な 内容 に つ

い て 検討 を重ねて きた．

　今回，外来化療 の 現場 に お い て ，薬剤師が 関与 す べ き

場面 を想定 し
， 必要 な 情報 を 的確 に 把握 し

， 抗 が ん剤 の

適正 使用 と安 全 管理 に 貢献す る と と もに，医師や 看護師

をは じめ，患者か らの 問い 合 わ せ に も迅速 に 対応す る こ

とが で き る資料 の 作 成 を試 み た の で 報告す る，

方 法

1． 対象 が ん 種 お よびプロ トコ ール の 選定

　昨年度，当分科会所属 の 7施設 （渥 美病院，安城更生

病院，　
・
宮市 sTtl市民病院，公立陶生病院，総合病院南生

協病院 ，
三 菱名古屋病 院 ， 名城病院）に お い て

， 6 カ 月

間 の 外来化療頻度調査 を実施 した．その 結果 を も とに ，

対象患者数 の 多い が ん 種 の プ ロ トコ
ー

ル を資料作成 の 対

象 と した．

　  「適 正使用 シート」

　  「ラ ウ ン ドチ ェ ッ ク シート」

　記載項 目は，米国医療薬剤師会の 抗悪性腫瘍剤 に お け

る 医療事故防止 ガ イ ドラ イ ン
ど1
を も と に，患者背景，投

与量，投 与方法，投 与間隔，投与速度 お よ び 配合変化な

どの 確認 と，副 作用 対 策を中心 と した患者教育 に必要 な

情報と した．

　記載内容 は，各抗が ん 剤 の 添付文書，イ ン タ ビ ュ
ー

フ ォ
ー

ム
， 使用 ガ イ ド

， 製品 情報，各種 書 籍 な ど を引 用

して 作成 した．

　 3 様式 は Mcrosoft  Excel を用 い ，記載項目 と形式 を

各が ん種 で 統
・
し，A4 用紙 1 枚か ら 3 枚以 内で 作成 し た．

結 果

1． 対象が ん種お よ びプ ロ トコ ール の 選定

　外来化療頻度調査 の 結果 を表 1に 示す ．が ん種別の べ

人 数で は，大腸 が ん，乳 が ん，肺 が ん，胃 が ん の 順 に 多

か っ た ．大腸 が ん で は 5−FU （fluorouracil）＋ e−LV （levo−

folinatc　 calcium ）療法が最 も多く，の べ 117人 で あ っ た．

ま た ，乳 が ん で は EC （epirubicin ＋ cyclophosphamide ）

ま た は AC （doxorubicin十 cyc ［ophosphamide ）療 法 後 に

PTX 〔paclitaxel＞また は DTX （docetaxel＞投 5・を行 う EC 　 or

AC 　fol】owed 　by　PTX 　er 　DTX 療法お よ び PTX 　or　DTX 単

独療法が 最 も多 く，
の べ 52人で あ っ た ．肺 が ん で は 抗が

ん 剤併 用療法 と し て は PTX 十 CBDCA （carboplatin ）療法

が 最 も多 く，の べ ll人 で あ り，胃が ん で は 5 −FU ＋ e−LV

療法が 最 も多 くの べ 8 人 で あ っ た．

　 この 結果 か ら，大 腸 が ん は 5 −FU 十 6 −LV 療法 を，乳

が ん は AC 　fol1〔，wed 　by　PTX 療法 と EC 　followed　by　PTX

療 法 を，肺 が ん は weekly ．PTX 十 CBDCA 療法 を 選 択 し

た．胃が ん につ い て は，頻度調査終了後 に外来 で の 治療

例がみ られる よ うに な り，今後も増 加する 口∫能性が ある

と と もに ，副作用 の 注意が 必 要 な 抗 が ん 剤 の 1 つ で あ る

白金製剤が含 まれ る TS − 1 （tegafur ・gimeraciレ oteracil ）

＋ CDDP （cisplatin ）療法 を選択 し，含計 4 が ん 種 の 5 プ

ロ トコ
ー

ル に つ い て 資料 を作成 した ．本報告 で は ス ペ ー

ス の 関係上 ，乳が ん EC 療法の み を例示す る，

2．各種資料の 作成

　外来化療 に薬剤師が 関 わ る 1祭に，調剤 か ら薬剤管理 指

導な どの 各場而 で，必 要 な情報 を 的確に得 る こ と を 目的

と し，3様式 の 資料 を作成 した．

　  「入 院外来化療連絡 シ ート」

2． 資料を活用 す る場面の 想定

　 が ん化学療法 は，初回導人時 に 入院治療で 安全性が十

分確認 さ れ た後，外来 で の 治療 に 移行する 場合 が多い ．

　人 院で の 初 回治療時に ，病棟担当薬剤師が 治療プ ロ ト

コ ール に 関す る薬学的情報 を整備 し た適 正 使用 シートを

N 工工
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表 L 　オ ン コ ロ ジー研 究 会第 5 分科 会 所属 7施 設 にお ける 外 来化 学 療法頻 度 調査 結果

　　　（2003．4 ．　1　−−2003．9．30）

が ん 種 が ん種 別人 数 薬剤 名 （プ ロ トコール 名） ロ トコ ー
ル 別 人数 点滴 回数

5−FU　＋ 2−LV 117 915

大腸 がん 162CPT
−11 33 246

5 −FU 　 ＋　2−LV 　＋　 CPT −11 10 82
その 他 2プロ トコ

ー
ル 2 20

EC 。 r　AG →PTX 。r　DTX 及 び PTX 。 r　DTX 単 独 52 319

Trastuzumab 11 166
CPA 　＋ 　MTX 　＋ 　5−FU 30 163

Trastuzumab 　十　PTX 7 35
乳 がん 1365 −FU　＋ 　MTX 6 40

EPI 十　VLB 　十　5−FU 9 33
GPA 　＋　ADR 　＋　5−FU 9 27

GPAI ＋　EPI ＋　5−FU 7 27
その他 5　ロ トコ

ー
ル 5 13

VNB 21 96

GEM 18 75

肺 がん 86PTX
12 62

PTX 　＋ 　GBDGA 11 59
CPT −11 ＋　CDDP 8 45
そ の 他9プロ トコ

ー
ル 16 80

PTX 10 39
5−FU　＋　Ω

一LV 8 39

28CPT
−11 4 10

胃 がん「
PTX 　十　TS−1 1 7

UFT 　＋ 　5−FU 1 6

そ の 他3プロ トコ
ー

ル 4 6

GPA　＋ 　ADR 　＋ 　VCR 　＋　PSL 17 47

ADR 　＋ 　BLM 　＋ 　DTIC 　＋ 　VLB 2 6
悪 性 リン パ 腫 25Rltuximab 2 2

Rltuximab　＋ 　GPA 　＋　ADR 　＋ 　VGR 　＋ 　PSL 1 3
その 他3プロ トコ

ー
ル 3 3

GEM 17 138

膵 臓が ん 20UFT 　＋ 　5−FU 2 15

CDDP 1 3

5−FU 十 CDDP 9 69

GDDP 3 16

食道が ん 16GEM 1 11

5−FU　 ＋ 　2−LV 2 9
5−FU 1 4

PTX 　＋　GBDGA 5 48

卵 巣が ん 14PTX 8 25
DTX 1 18

そ の 他 15が ん 種 4024 　 ロ トコ
ー

ル 40 356

〈 抗が ん剤の 略名お よびプ ロトコ
ー

ル 名の 略号 〉

5−FU　（刊uorouraoil ）

AC 　（doxorubioin ＋ oyolophosphamide ）

ADR 　（doxorubioin）
BLM 　（bleomycin）
GBDGA 　（carbQplatin ）

GDDP　（cisplatin）

CPA 　（cyGlophosphamide ）

CPT −11　（irinQtecan）

DTIG 　（dacarbazine＞
DTX 　〔docetaxel）
EC　（epirubiGin ＋ cyclophosphamide ）

EP 匸 （epirubicin ＞
GEM （gemcitabine ）

9−LV （levofolinate　Gatcium ）

MTX 　（methotrexate ）

PSL 　（prednisolone ）

PTX 　（paclitaxel）

TS −1 （tegafur・gimeracil・oteraGil ）
UFT 　（tegafur‘uraGil ）

VCR 　〔vinoristine ）

VLB 　（vinblastine ）

VNB 　（vinorelbine ）

活用 し，薬剤管理指導を行 う．

　退院時 に は 人 院中に行わ れ た化学療法の 情報収集 を行

い ，入院外来化療連絡 シ
ー

トに記入 し，外来化療担当薬

剤師に 情報 を伝達す る ．

　外来で の 化学療法施行 ［の
．
前冂，外来化療担

’「1薬剤師

が ，適 止 使用 シ
ートを 用い て オ

ーダ 内容の 確認、を行い ，

同時に 人 院外来化療連絡 シ
ートを利用 し，入院中の 治療

に関す る情報 を確認す る，

　そ して，外来化療施行 L［i　［1に 外来化療担当薬剤師が，

検杏値や 副作用 の 有無 な どを適 正 使用 シ
ートに 記録 し，

薬 剤管理指導を行 う．さ ら に，外来化療担当薬剤師 また

は 専任 の 看護師が ，ラ ウ ン ドチ ェ ッ ク シートを用 い て ，

投与量の 最終確認 と点滴中の 状 況確認 を行う．

　 こ の よ うな薬学的管理 の 場而 を想定 し，そ れ ぞ れ の 場

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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「師に お い て 必要 な 資料 を作 成 した （図 1）．

3，入院外来化療連絡 シート

　 入 院 と外来で は 治療 に 関わ る ス タ ッ フ や カ ル テ が 異 な

る た め に ，患者情報 の 収集 に 時間 と労力 を 姜す る こ とが

多い ．

　入 院外 来化 療 連 絡 シートは，入 院 中 に施 行 され た化 学

療広 に 関す る 情報 を効率よ く収集 し，外来で の 治療 ご活

用 す る こ とで，必要な情報 を的碓 ：ス タ ッ フ 間で 共有す

る こ と が で きる 資利 （
’
あ る ．記載項 巳 は，プ ロ トコ

ー一

ル ，患者基本侑櫃（身長 ・併重 ・体表 面憤 ・ア レ ル ギ
ー

歴 ・副作用歴 な ど），攴持療法 を 含 む 入院中 の 化学療法

歴，直近の 抗 が ん 剤投与量 ，♂ よび外来化学療法 で の 初

回投与 r・定量 ， 退院サ マ リ
ー

等 と した 〔図 2 ）．

4 　適 正使用 シ ート

　適止 使用 シ
ートは，治撩 プ ロ トコ ール に 関す る く 学 的

悄取 を収集
・整 備 した もの で，薬剤師が 充施す る薬学的

管埋 を適切 に 支援す る た め の 資料 で あ る．

　利便 1」二を 考慮し，A4 用 紙 3枚 で 作成 した． 1 頁 H は ，

投与前 ｝一確認 すべ き項 目 で 柄成 した．板倉 らの 報告
．
を

参考に，患者基本情報 吠 名 司⊥別 ・年圏1、
・身長

・
体重

・

耐 衣旧」積 な ど），プ ロ トコ
ー

ル
， 抗 が ん 剤の 投 ナ 量 「升算

量 お よ び 大 「爪 の 投与 蜀 ，漆忌 や 迪応児年な どの 投 与前

碓 乱暴項 目，推奨 され る投 丿 ス ク
ー
ジ ュ ．一ル ，配合変化 に 関

す る 情報 な ど を 記戦 した．さ ら に 備考欄 に は，投 与順 序

や 投与速皮，血 气外漏山 ，t対する 注意 な ど を記載 した 〔図

3 −a ）．

　 2 頁目は 抗 が ん 剤 の 点滴施行 中 か ら 自宅 療養 ま で を含

む投与後 にか け て 確 。、よす べ き項 目 を 中心 に 構成 した．主

な 副作 用 とそ の 好 発 時 期，具体的な 副作用 対策例，点滴

施行 目の 検査糸果 己人欄，自宅療養中 に起 きた副作用 の

グ レ
ー ド別 チ ューッ ク 表 と そ の 基 準 と な る CTCAE

Ver．3．0（Common 　Terminology　Criteria　for　Adver　 Events

ver ，3．O）の 副 作 用 グ レ・一ド分類 表
“t
を掲載 した （図 3 −b）．

　 3頁 目 は ，th 現 が 予想 され る副 作用 じ 関 す る悁根 を医

療従事者用 に ま とめ た 資料 で あ る．副 作 用 の 症 状 ，発 現

割含，好発時期，予防対策，対処法 の 例を　
・
見 表に して

。丁細 に 記載 した．副作用 の 掲載基準を，用量現制因 亘 ★

恒色），添付 文書 の 目唄 表記 （☆ 肖色 ），頻度 5 ％ 以 Lで

自覚1［状 の あ る もの （黒色〉と し， 色別 に 記載 した．それ

以 外 で 自覚症状 の あ る もの は，その 他 の 副作用 と し て 欄

外 に p 己載 した 〔図 3c ），

　 また，適正 使用 シート作成 に 用 い た 引用文献 を記載 し

た （図 3 −d＞．

5，　 ラ ウン ドチ ェ ッ ク シート

　多忙な外来治療奉に お い て化学療法の 安全性 を催保す

る に は，重要な注意事項を効率 よ く確 認 す る こ とが肝要

で あ る ．

　 ラ ウ ン ドチ ェ ッ ク シ
ー

トは
， 点滴開始直前 ・点滴ゐ包行

中に 礁 忍すべ き事項 や 患者 の 状態 を外来沿療杢で リ ア ル

タ イ ム に 催認 す る こ とが で き る 資判 で あ る．「己載項 目

は，抗 が ん 剤 の 禁忌，予想 され る 同竹用，迦応基準 お よ

び投 与ス ケ シ 」 ．一ル と した．記載方法 は，チ ・
．．ッ ク方式

で 碓 よで きる形 式 と し た．投
’

｝ス ケ ジ ュ
ール は 時彳列 で

衣記で きる形式 と し，特 に 注意すべ き時間帯 に は 配色 を

施して 強”1　9一る こ とで 注 意 を喚 1旦した，また，備考欄に

は 投 与速 度 や 血 管外 漏 出 に 対 す る 注 意 な ど を 記 載 し た

（図 4 ）．

〈薬学 的 管 理 の 場 面 〉 〈 使 用 す るシート〉 i〈 使 用 す るスタッ フ 〉

入

院
治

療

一

鐸：鞴 黼攤顯 蠶孅 舞軅 蠶靆蠶遡礁 驪 麟 濕萋：騰攤 鸚 瀧 繍 灘 靉 諜雛 蠶

…
穩韈攤 欝 醐 縄 鑼驪 靉戀

・
鵯覊飜 ・・

外

来
治

療

一MW　サリ　　　　　　　　　’　v　v　　　　v　　．wwow’　　ゆ　　th
　ゆ

難萋韈鬱　　　　　購蠶磯譲欝篝蓬藍蓑叢萋：蓑蛬：塾毳篝
一

鑞 韈鸚灘 ：覊：顯轢 鑼1難灘i

鑞鰈 欝 難 攤糶攤 謬
懸

糞：嚢：懇：钁蠶鞍麟蠶灘 覊 靉嚢蠶爨：憂棄萋羅 灘 1鐸嬲韆韆 難覊：嚢論：蠶難：1蠶：難靉：壽：難韲羅 羅鞭靉i

図 ⊥．楽 学 的  理 の場 面 とそ れ ぞ れ の 場面 で 使用 す る シ
ー

ト
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入院外 来化療連絡シート〈乳がん／EC 療法 （EG 　 f。 II。wed 　by　PTX ）〉

　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　 記入 日

薬斉1怕而印

年　 月　 日

ID：

患者名 ：

　性 別

男
・女

生 年月 日 年齢

入 院病棟 退院 日

疾患名 ：　 乳 癌 病期 ：

ア レ ル ギ
ー

　 ロ なし　 　□ あり（

診療 科 主治 医

身長 。 m 体 重 kg 体 表面 積
2m

）　肥 満 囗 なし　　囗 あり（ BMI25以 上 ま た は 肥 満 度20％以 上 ）

副 作 用 歴 　　ロ なし　　□あ り（ 薬剤 名： ）

肝 機能 □ 正 常 □ 異 常 （ ）

治療歴

腎 機能 □正 常 　 　□異常 （ ）

退 院サ マ リ
ー

（特記 事項 のみ ）

入 院 中の 化 学療法歴

開始 日 プロ トコ
ー

ル 名 投与量 コ
ース 回 数 行なわれた支持 療法

　　　 　　　 ファ ル モ ル ビシン

直近 の 投 与 量

　　　 　　　 エ ン ドキサン

mg

mg

外 来 化 学療 法 での

初 回 投 与 予 定 量

◎ 直近の 投与量 と

（理 由 ：

囗 同じ

囗異 なる

その 他連絡事項

図 2．入 院 外来 化療 連絡 シ
ー

ト

　　　〈 乳 が ん EC 療法 〔EC　fellowed　by　PTx ）〉
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Page　1 （投与 前）

　　　　　　 適正 使用シー
ト〈乳がん／EC 療法 （EC　 foll。wed 　by　PTX ）〉

薬剤師印

TX ）〉

記 入 日

ID： 科

患 者名 ： 様
　　 男 ・女

生 年月 日 TSH 　　 年　　 月 日　　 才

疾患名 ：乳癌

STAGE ’
　　　 T（　）　 N（　 ）　 M（　 ）

●EPI 計算 量一一＿＿＿＿ng

　＝100mgx 体表面積 （　 　 m2 ）

●EPI投与量 ：

EC プロ トコ
ー

ル 1〕2 ｝ （平成　 年　 月　 日開始）

EP匸（謙懃靉盞m鏖mak ）　1　OOmg ／m2 （d．i．v ．）

CPA （鑾馨鑾縢鱒 ）600mg ／m2 　 （d．i．v．）

　　 標準 4 コ
ー

ス

day1・t・22…　　43…　　64

↓　 ↓　 　 ↓　 　 ↓

↓　 ↓　 v　 ↓

身長 cm 体重 kg 体 表 面積
　 2m

● CPA 計 算量 ：＿＿＿

　＝600mgx 体 表面 積（　　 m2 ）

● CPA投 与 量 ：＿＿＿＿＿＿ng

　　 〈投与 前確認項 目〉＝禁忌＝／／／4，
　 《EP 匸》

□ 心 機能異常又 は その 既 往がない

□ 過 敏症の 既 往が ない

ロ アドリアシンによる治 療歴 （総投 与 量500mg ／m2 ）がない

ロ ダウノマイシンに よる治療歴 （総投与量 25mgfkg ）が ない

　 《CPA 》

D 感 染症 でない

ロペ ントス タチンを投与 中ではない

　 く投 与前確認 項 目〉 ＝ 適応基 準 ＝ ， ；

ロEPIの総投与量  　　mg   　　mg   　 　mg  

ロ EPI の 総 投与 量 が900mgfm2 を超 えて い ない

口 PSカミ0〜2

口 発熱 がな い

　　〈投 与前確認 項 目〉＝使用 上 の 注 意＝3／4 ／
・

《EPI》

● 溶解時の pH に よ り安定性 が 低下 することがあ るの で 、
　日 局 注射用水又 は 日 局生 理 食塩水 に 溶解して 投与す る

　こと。また 、配 合 変化 を起こす可 能があるの で 他の 薬剤との

　混 注を避 けること。

　 　《CPA 》

mg ●溶液が 低張となるため、溶解に は注射 用 水を使用しない

　 ● 1V （500mg）に生 理食 塩液 を25mL を加えて溶 解す る

　 ● 1V （100mg）に 生 理食塩液を5mL を加 えて 溶解する

囗重篤な心疾患を合 併 して いない 《EC療法 の 減 量 ・休薬 の 目安 》

□ 心疾 患 の 既 往 がない ・白血 球 数 3，000／mm3 以下
・
好 中球 1，500〆mm

ヨ

以下 →投与の 延 期

ロ 白血 球 数 ≧4ρ00！mm3 （好中球 ≧2，000／mm3 ）
・血 小板 数 100、000〆mm3 以 下 → 投与の 延期

ロ 血 小板数≧100x104 〆mm3 ・好 中球 減 少性 発 熱や Grade皿 以上 の 非血 液毒性 を認 めた場

囗 AST （GOT ），ALT （GPT ），T−Bil［≦施設の 正 常 値上 限 2倍 合、前回投与量の 75％ 程度の 減量

〈推奨される投 与ス ケジ ュ
ール ＞6、

弟 1 日 目
几

　 ．
ス
1目女

慧鎌礬鑼礬谿懿蠶繍　　鑰 ※1 過 敏症 発 現 防止 に使用

鑵難羅 叢孅钁纓 謬雛 10：00〜10；30 ※ 2 カイトリル 3mg 　 IA ，ゾフラン 4mg　 IA

黶 難驪 邃

攤 灘 灘 　　鰯
× （　）V

　緇鸚 驪 鱸盞
10．30〜11：00

※ 2 遅 延性嘔 吐 の 場合、ス テ ロイ ドまた は

　 メトクロ プラミドなどを使用

。　　 瀚　 ＿ ＿ 、x （　 ）V

鑿騨鸛靉靉鑵顯瞬 趣 × （　 ）v 11；00〜12 ：00

灘 轍 靉睡
〈備 考＞3〕。陶
● EPI とCPA の 投 与 順序 は 問わ ない （混注 は 不可 ）

● 血管 痛がなけれ 1まEP匸は緩徐 に静 注 も可能で ある

《EPI》
●血 管外漏 出に よる皮膚潰瘍を起こす可 能性 が あるの で 、血 管確 保 は確 実 に行う

●薬液 が血 管 外漏 出 すると硬 結
・
壊 死 を起 こすことが あるの で 慎重 に投与 する

●血 管痛
・
静 脈 炎

・
血 栓を起 こす こ とがあるの で注射 速度 をで きるだ け遅くする

●輸液に混 和 した後は 速や か に使用 する

《GPA 》
●注 射部 位に 疼痛、硬結 をみ ることがある

●尿 中排 泄率 は、48 時 間 で約 62％が 排 泄され る

●輸 液 に混 和 した後 は 速 やか に使 用 する

なお、本 シ
ー

トの 難黙部分 は各施 設 で変 更 できる

図 3−a．適 正使用 シ
ート

　　　　〈 乳 が ん ／Ec 療法（EC 　rollowed　by　PTx ）〉
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Page　2 （投 与後 ）

　　　　　適正 使
！D ：

患者 名 ：

生年 月 日　 TSH

＜主な副作 用 ＞6罵

　　 　 　　 　　 　◎

臨床 検査 ・所 見

嘔 気
・
嘔 吐

◎ 白血 球減 少

◎血 小 板減 少
ロ 内炎

・，、血 球
・”

脱 毛

轍 縛 撥鑞 欝
　鞭

〈コ
ー

ス 実施記録〉

記入 者サ イン

チ ェ ックした 日付

白血球 　　 　 〆mm

好 中球　 　 　 ／mm

Hb　　　　　 g／dL

血 小 　 x104 〆mm3

AS 丁　 　 　 　 IU／L
ALT 　　 　　 【」／L
総ビリル ビン mg 〆dL

BUN 　　　 mg ／dL

クレア チ ニ ン mg 〆dL

腫瘍マ
ーカー等

鋤 嬲 騰
鱒

食欲 不振

悪 心

適正 使用シート〈 乳が

年 　 月　 日

◎ ：用 量 規制 因 子

　　 発 現 時期

投 与 中〜
1〜2週 間

1〜2週 間

2− 10日 目
　
・
　　〜

3週間
〜

　 蕪   鱒 欝

コ
ース 開始 日

Day1 〔　 ／ 　 ）

膨

飆 讎
0　 1　 2　 3　 4

0　 1　 2　 3　 4

聯
43210

馨醐
43210

43210

鍛 懇麟
0一
D2

　 3　 42

　 3　 4

鬱融鱒 韈 鵜

嘔 吐 0　 1　 2　 3　 4

下痢（軟 便 ） 0　 1　 2　 3　 4

便秘 0　 1　 2　 3　 4

口 内 炎 0　 1　 2　 3　 4

脱 毛 0　 1　 2　 3　 4

　特 記 事項

〔薬剤、所 見 等）

O　 　I　 2　 3　 40 　 1　 2　 3　 4

0　 1　 2　 3　 40 　 1　 2　 3　 4

0　 1　 2　 3　 40 　 1　 2　 3　 4

0　 1　 2　 3　 40 　 1　 2　 3　 4

0　 1　 2　 3　 40 　 1　 2　 3　 4

0　 1　 2　 3　 4

Q　 1　 2　 3　 4

O　 I　 2　 3　 4

0　 1　 2　 3　 4

0　 1　 2　 3　 4

繍

靆 鱒 魏 幽 鞴 欝 難　 韆

有害 事象 発 生

聾 鑞 饗灘
食欲 不 振

悪心

嘔吐

下 痢

便 秘

ロ 内 炎

□なし

ロ あり（ ）

□なし

□ あり（ ）

竃
書聾撥 轡

□ なし

□ あり（

　 ロ なし

） 囗 あり（

　 　 　 　 鬱 諺 齢 　 轡鬱韻

  轍

難 韓脚 ・ e ・・1・・・… ’・”2、∴ ：，“； ．
講 　　 罍韈隷

〉

食習屓の 変化を伴わない 食欲低

下

穫食 習 慣 に 影 留 の な い 食 欲 低 下

！4h に 1工巳 ソ
ー

ドの 嘔吐

ベースライン と比べ て く d 回
’E

の 排 便 回 数 増 加 ．
べ一スライン と比ぺ て 入工 肛門

か ら の 排 泄 t が軽 度 に 増 加

不 定 期 ま た 1± 間欠的な症状：便
軟 化 剤・緩 下 剤 〆食 事 の 工 夫 ・浣
腸を不 定期に 使用

わずか な症状 で 摂食 匚 影響なし

薄くな る ．あ る い ぱ 斑 状 の 朦 毛

顕著な体！減少や栄養失調を伴わなL、摂食量 の

変 化 ：経 口 栄 養剤 に よ る 補 充 を 要 す る

顕著な体重液少、脱水．または栄養失調を伴わな

い 経 ロ 摂 取 量 の 滅 少 く 24hの 静 脈 内 霞 液 を蟇 す

る

24Hに 25 エピソ
．．

ドの 嘔 吐 ．
く 2411の静 脈 内 輸液を要する

ペース ラ イン と比 べて 4E 回 ・日 の 排便 回 数 哲 加

く 2411の 諦 脈 内 鞍 液 を ー す 6
ベース ラ イ ン と比 べて 人 工 旺 門 か ら の 排 泄 量 が 中

等 度 増 加 日 常 生 活 に 支 障 が な い

糧下剤また は 浣腸 の 定期的使用を要する屏続的

症 状

症状があるが．食べや す く加工 した食事を 摂取 し

嚥 下 す る こと はでき る

完 全 な説 毛

鱒 緲 轂   　
韈
　 鞠 鹸 嚇

顕 著な体 帯 減 少 ま た は 栄 養 失 調 を 伴 う 静 脈 内 輸

液 、経 管 栄 養、TPN を妻する

力ロリ
ー

や水分の 経 口 摂取が不 充分 ．≧24hの 静

脈 内 輸液厂経 菅 栄 餐ドTPN を 睾 す る

24H に ≧ 6エピソードの嘔吐 ．
≧24 ト1の 静脈 内輸液ま た は TPN を 要 す る

べ一ス ライン と比べて ≧ 丁回ノ 日 の 排便 回 数噌 加
．

匣失 禁
．
≧ 2dHの 静 脈 内 宵 汲 を 豊 す る ．入 院 を要

す る

べ一ス ライ ン と比 ぺて 人 工 肛 門 か ら の 排 泄 量 が 高

度 に 増加 ．目 常 生 活 に 頁障あり

目 常生活
．：支璋をきたす症状

摘 匣 を 要 す る 頑 固 な使 秘

症 状 が あ り、十 分 な 栄 養 や 水 分の経口焜 取 が で
俘い

0一
〇

4324320

　 1　 2　 3　 4

0　 1　 2　 3　 4

0　 1　 2　 3　 4

0　 1　 2　 3　 4

0 　 1　 2　 3　 4

讖 繍 鑼   簿

□なし

□あり（ ）

霧 韜驫罍　 覊

生 命 を 脅 か す

生命を脅 か す

生 命を脅かす

生 命 を 脅 か す

〔例 循環動態の 虚脱 ，

生命をPb・v「
例 腸 閉 塞 、中 毒 性 巨 夫 結腸

症 ）

生 命を脅かす症状がある

：」
図 3−b．適 正使 用 シート

　　　　〈 乳 が ん ／ EC 療法 〔EC 「ol］o −
’ed 　by　PTX ）〉
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Page3 （副 作用 〉

適正使用シート〈乳 がん／EC療法 （EC　 f。liowed　by　PTX ）〉

予想される副作用
3：14 〕71

鱒籀噛
亙　 　鋤 脚 駐鵬　　　　　　　剛嶄　母弗　　 　 　 。曝 結　繹　嵒　爭　畢　岔　野　爭 僉轟帖範嶄執爭樋蕁碇駐融結蝿 轟醐羅璽　　　　　 聾爭野捗嶄瞬等蕚蝿

★ 出血 性膀胱炎 0．5〜40腸 数 時間か ら数 日 後 十分な水分補給
休 薬、輸液、抗ア レ ル ギー

剤 の 投

与

け が をしない よう注 意 し 、歯
★ 血 小 板減少 15覧 7 日 後〜 茎 か らの 出血 、青あざなどに 重 篤な場合は血 小 板輸血 を考 慮

気 付 い た ら連 絡 する よう指 導

め まい 、寒 気 、頭 痛、　
「

思

★ 赤血球減少

（貧血 ）
15覧 7 日後一 感、動悸、息切れなどに注意

し、ゆっ くり動き始め るように

旨

重 篤な場合は鉄剤 や 輸血 を考 慮

うが い や 手 洗い をしっ か り行

★ 白血 球減少 い 、入 混 み を避 け 外出 時 は

マ ス クをするなど指導
40％ 7 〜10 日 後

せ き、悪 寒 、の どの 痛み など
抗 生物 質 、G−CSF の使 用 を考 慮

（好 中球減少）
に 注 意 し、38度以 上 の 熱 が

出た 場 合は 連絡 を入 れ るよ

う指導

☆ 悪 心 ・嘔 吐 40％ 1〜3 日後
点滴 当 日 の 食 事の 量 を少し

控える

5Hτ3拮抗剤、ス テ ロ イド、ドパ ミン

受容体拮抗剤などの 投与

有効な 予 防 法 は 無 い。刺激 約3ヶ 月ほ どで再生が認められる
☆ 脱 毛 65覧 3 週 目

〜 の 弱 い シ ャ ン プーを使 い 、ド

ライヤ ーは 低温で 行なう 一
時的 にカツラの使 用 を勧 め る

※ 　 そ の 也の 畠 イ 用

ショ ッ ク、食欲 不 振、ロ 内 炎 、下 痢、発 熱 な ど

★ 橙 ：用 量 規 制 因子 、☆ 青 ：添 付 文書 冒頭 表 記

図 3−c ．適 τFイ吏用 シ
ー

ト

　　　 〈 乳が ん ／Ec 療法〔Ec　followcd　by　PTx ）〉

1）JCIin　Oncol　19：3103，2001
2）JCIin　Oncol　19：602，2001
3）ファ ル モ ル ビシン 注 添付 文 書

4）エ ン ドキ サ ン 注 添 付 文 書

5）抗 が ん 剤 報 告 書 ：フ ァ ル モ ル ビシン （乳 癌 EG 療 法、CEF 療 法 ）、
　 平成 16 年5 月 21 日 薬事

・
食品衛 生 審議 会 医薬 品 第 2 部 会

6） 箕輪 良行 ら ：研 修 医・看 護 婦 ・薬 剤 師 のた め のまちがい の ない抗 癌 剤 の使 い 方 、
　 50−53、65−69、133 − 159 、2001 、三 輪書店
7 ） 田村 和 夫 ：が ん 治 療 副 作 用 対 策 マ ニ ュ ア ル 、72−118 、2003 、南 江 堂

図 3−d，適正使用 シ
ート

　　　 〈 乳 が ん ／EC 療法〔EC 　followcd　by　PTX ）〉引 用 文献

考 察

　外来で は ，さ ま ざまな 患 者が 次 々 と受診 し，医療ス

タ ッ フ が 患者
・
人 あ た りに接す る 時間 が 限 られ る多忙 な

環境下 で が ん化学療法 が 実施 さ れる．その た め，複雑 で

確認すべ き項 H が 多い が ん 化学療法 に，入 院で の 治療 と

比較 して
，

よ り効率的に 関わ る 必要がある ．しか しなが

ら多 くの 施設 で は，薬剤師 は外来化学療法 に 対 し，入院

が ん 化学療法 ほ ど密接 に 関与 して お らず ， 現場 の ス タ ッ

フ か ら必要 と され る 医薬品情報 の 整理や 資料 の 作成 が で

きて い な い の が 現状 と思 わ れ る
＊ ．

　そ こ で わ れ わ れ は，外来 に お け る抗が ん 剤治療 の 有効

性 と安全性を確保す る 薬学的管理 を行 うた め に，現 場で

役立 つ 資料の 作成を試み た ，

　が ん 化学療法 は 人 院中 に化学療法 の 導人 が 行 わ れ，そ

の 後外来 で の 化学療法 に 移行 され る こ と が 多い ．しか

し，入 院 と外来で は ス タ ッ フ お よ び カ ル テ が 異なる こ と

か ら， 入院中の 化学療法 に 関す る 情報 を外来化療 の 現場

へ ，迅速 に 漏 れ な く伝 え る こ とは 困難 で ある．そ こ で ，

効率 よ く的確 に 情報 の 収集 お よび 伝達 の で き る 「入院外

来化療連絡 シート」 を考案 した．本 シートを用 い る こ と

で，外来化療に必 要 な 患 者情報の 収集 に 要す る時間 を短

N 工工
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実施 日 ラウン ドチ ェ ックシー
ト 薬剤師印

〈乳がん／EG 療法 （EGfollowed 　byPTX ）〉

【D： 患者名 ： 様
day1・・…　　22

・・…
　　43・・…　　64

生年 月 日 TSH 　 　 年 月　　 日 才 男 ・女 　 　 　 　 　 　 　 2EPI　 100mg／m ↓ ↓ ↓ ↓

本 日 の 治療 口 1コ
ー
ス 口 2コ

ー
ス　 　囗 3コ

ース 囗 4コ
ース

　 　 　 　 　 　 　 2
CPA 　 600mg ／m ↓ ↓ vV

1．治 療 開始 前 確 認 項 目 （毎回確認 が必要な項 目を添付文書または使用 ガイドより抜粋）幽 ” ■ 一一一一一
〈禁 忌 〉 【EPI 】 【CPA 】

口 過 敏症の 既往 がない 口 感染症 で ない

口 心機能異 常又 は その 既 往が な い 口 ペ ン トス タチ ン を投与 中で は ない

．幽幽F ．1．．．．．F．．．．．．F．．．．．F．．．．．．．F．．．．幽．．1．．．．．FFF．．．幽．．層．．．．．．1．．幽．1．．．F1幽．幽F幽．．．幽 噛
〈適応 基 準〉 口 PS （全 身状 態）が0〜2

口 　発 熱がない

口 重 篤な心疾患を合併して い ない

口　心 疾患の 既往が ない

口 白血球数 ≧4．000 〆mm3 （好 中球 ≧2，000／mm3 ）

口 血 小板数 ≧10．Ox104 〆mm3

口 AST （GOT ），ALT 〔GPT ），T−Bill≦施 設の 正 常値 上限の 2倍

2．投与 スケ ジ ュ
ー

ル と投与 中 に確認すべ き項 目およびその 時間帯 口 ファルモルビシンの 投与量一一一一」  

〔配色 して い る時間 帯を重点的に 、その他 は適 時確 認す るこ とを推奨 ） 口 エンドキサンの投 与量 ■一

投与30分前 』　 o分値 後）奪 〜10 輩 〜30分 0分（直後） 〜10分 〜30分 〜60分 終了 後

1： ・　卑　炉

投与薬剤 目耀 欝 露囎「鷲　　　　　囁　P摩　再　　　　　“　ウ　’

・　咤　炉

舞霎r　粋　結　勢
プアル瓢齢ン点滴中

□ エ ン ドキサン

　点滴開始
〜 エ ン ドキ サン点滴 中 〜

副 作用 （点滴 中に 注意すべ き有 害事象．添付文書 または使 用 ガイドより抜 粋）

　 ショック

（呼吸 困難
・

胸痛・
潮 紅

・
血 管浮腫

・
発

　 汗 等）

（
一〆 ＋ ）ii纛i辮i

il：：澱 護i蕪

韓　簸曜霧陟獰　挿　夢 彫蹄緯　軸　軸舮罍
鑛一鍵鴬畢畢畢魁尋軸　軸　軸講粥
算　典罐輯曲韓　範　弼軽膨

〔一〆＋） （ 一〆 年 ）

　　囁

（
一
／＋） （

一
〆＋） （

一
〆＋） （

一
〆 ＋ 〕

悪 心 ・嘔 吐 （
一

〆 ＋ ）　 11　（
一

〆 † ） （一／＋） （
一
〆＋） 〔

一
〆 ＋ ） （

一〆＋〕 （
一
／＋〕 （

一ノ厂＋） 〔
一

ノ ＋ ）

血 管外 漏出 （
一〆 ＋ ）　 l　　　　　　I （

一〆 ＋） （
一
〆＋） （

一〆＋） 〔
一〆 ＋ ） （

一
〆＋） （

一
〆＋） （

一
〆＋）

旨

対応・処置
ii
旨

：

3，備考

● 薬液が血管外 に漏れると、注射部位 に硬結
・
壊 死を起こ すこ とがあるの で 薬液が 血 管外に漏れない ように投 与する。（EPD

● 血 管痛・静脈 炎・血栓 を起 こすことがあるの で 注 射速度 をできるだ け遅 くす る e （

●注 射部位に 疼痛、硬結 をみ るこ とがある。（CPA ）

なお、本シ
ー

トの 霧鑼部分 は各施設 で変更で きる

図 4．ラ ウ ン ドチ 」．ッ ク シ
ー

ト

　　　〈 乳 が ん EC 療法 〔EC 　fellowed　by　PTX ）〉

縮す る こ とが で き，か つ 入院 と外来 の ス タ ッ フ 間 で 必 要

な情報 の 共有化 が 可能 とな る と考
．
え る ．特 に 入 院中 に施

行 さ れ た 化学療法の 内容，副作用や 攴持療法等 に 関す る

情報が
一
．覧で きる 形式 は利便性が 高い と思 わ れ る ．

　「適 正 使用 シート」 は，抗 が ん 剤 に よ る 死亡事故 の 原

因 とな っ て い る投 与
．
量 や投 与ス ケ ジ ュ

ール ，あ る い は禁

忌項 目などの 投与前確認亊項を 1頁 目 に 記．載 し，化学療

法 に不 慣れ な薬 剤 師 で あ っ て も短 時 間で 的確 に 安全 管 理

に 必要な情報 の 確認 が で きる の で，薬剤管 理 指導 の 質的

向 H と対象患 者 の 拡 大が 期待 で きる，同時 に，プ ロ ト

コ
ー

ル に 関す る 薬学的 な情報 が 集約 さ れ て い る た め，医

師や看護師等から寄せ られ る種 々 の 問い 合 わ せ に対 して

も迅速 に 回答 で きる資料 で あ る と 考えて い る．また，自

宅 療養中の 副作用 に つ い て ，好発時期，予 防対策，具 体

N 工工
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的 な対 処 法 な ど を記 載 し，こ の 情 報 を活 用 し患 者 に指 導

す る こ とで ，患 者の 不安軽減と抗が ん剤 の 適正使用 に 貢

献 で きる と考え て い る．さ ら に 副作 用 の グ レ
ー

ド別

チ ェ ッ ク を 行 う こ とに よ り，医療 ス タ ッ フ お よ び患者 間

で 情報 を共有す る こ とが で き，効率良 く客観的な記録を

作成す る こ とが可能 で あ る ，

　「ラ ウ ン ドチ ェ ッ ク シ
ー

ト」 は ，点滴直前 か ら点滴施

行中 に確認すべ き項 日をチ コーッ ク 形式 と した こ と で ，多

忙な外来治療室 に お い て も，短時間 で 的確 に 必要事項 を

確認す る こ とが で きる た め ，化学療法 の 安全 性確保 に 役

立つ ッ
ー

ル で あ る と考え て い る．

　さ ら に，有害事象 が 発生 した場合 の 対応 や 処置 な ど を

記載す る欄を設 ける こ とで ，次 回 以降の 治療時 の 参考記

録 と して 役 立 つ もの と思 わ れ る．ま た，本 シ ートは 薬 剤師

の み な らず看護師が利用 して も有用 で ある と推察され る．

　現 況で は外来化学療法 に お ける 薬剤師の 中心的な役割

は ，混注業務と思 わ れ る が
i”−91

，患 者 の ベ ッ ドサ イ ド に

出向き，自ら調製 した抗が ん 剤が安全 に 投与 され て い る

かを確認す る こ と も重要な業務 の
・
つ と 考え て い る

10，］1／，．

　今回 わ れ わ れ が 作成 し た一
連 の 資料 を有効 に 活用 す る

こ とで ，外来化療 に おける薬学的管理 が 標準化 さ れ，抗

が ん剤治療 の 有効性 を確保 しつ つ 医療安 全 を担保 す る 適

正 使用推進 に 貢献 で き る もの と 考 え る （現 段 階 に お い

て ，三 重県 お よ び静岡県 の 薬剤師，合計71名に対 して 行 っ

た ア ン ケート結果 で は，
“
こ れ らの 資料は有用 で あ る と

思 う＝95，6％
”
，
“
こ れ ら の 資料 を使 用 した い ，あ る い は

　
・
部改変 し て 使用 し た い ＝96％

”
と評 仙 され て い る ）．

　現 在，作成 した各種資料 を実際 に 現場で 使用 し薬学的

管理 に役 立 て る と 同 時 に，記 載項 目や 内容 の 妥当性，利

便性 な ど に つ い て 検討 を 重ね て い る ．今後 ， 検討結呆 を

もとに 改訂を加 えなが ら，対象 とす る プ ロ トコ
ー

ル を広

げて い く予定 で あ る ．
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